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議員辞職
女子高生ゆりこのインタビュー企画
　「聴かせて、ゆみこさん」
補欠選挙に立候補を！
ありがとうございました。
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コロナ禍のもと始めた毎月１回の連続発行は今回で最後です。議員活動を知ってもらい
たくて毎回趣向を凝らしてみましたが、いかがでしたか？
この間、締め切りに追われてアイデアを絞り出すのは苦しかったのですが、新しいものを生み

出す楽しさは格別でした。また、町内外から多くのご協力をいただき感謝の気持ちでいっぱい
です。ありがとうございました。
新型コロナの終息はまだまだ先、油断なく対策しましょう。私も普段

なら、みなさんのところに気軽に会いに行くのですが、この状況なので
我慢しています。気になることがありましたら、ぜひ電話かメールかSNS
で。いつでもどうぞ、お待ちしています。
季節の変わり目です。体調にお気をつけて。

私、宮下ゆみこは９月22日告示、27日投開票の月
形町長選挙に立候補することを決め、９月４日付け
で議員辞職することにしました。昨年4月の議員選挙
でトップ当選させていただいたにもかかわらず任期
途中に辞職することになり、深くお詫び申し上げま
す。
批判を覚悟でもう一度町長選挙に挑戦しようと決
意したのは、コロナ禍で社会が大きく変化している
今、月形町がその波に飲まれ、取り残されるのではな
いかという強い不安を感じたからです。変化している
今だからこそ対策を講じなければなりません。見極
めをし、不必要なものを取り除いて身軽にして、将来
に向けた準備と投資をしていくことが重要です。それ
もスピード感を持って適時的確に。つまり判断と決断
の質と量、そして明確な方向性を示すことが求めら

れます。それが今の町政運営からは･･･見えないの
です。
私は議員です。町政の最終段階でチェックする役
割を与えられ、良いものはそのまま、問題を感じれば
修正を求め提案もしてきました。ただ、１人の議員が
出来ることは限られます。多数決の中では埋没し、ス
ピードを求められるコロナ禍では末端の軽微な部分
にしか関われません。もっと政策を生み出す着想の
場面から月形町のこれからのための仕事がしたい
と、コロナ禍の中で強く強く考えるようになりました。
今の私には、自ら汗をかき対処する《若さ》と《行動
力》、４期にわたる議員活動で培ってきた《知識》
と《人脈》、そして物事を先送りせず自ら判断し決断
する《覚悟》と《実行力》があります。これを月形町の
ために活かしたい。今はそれだけを考えています。

■町長選立候補のため議員辞職します。
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私は４期目ですが出入りがあって合計11年間の議員生活でした。この間、議員の職責を果たそうと愚直に取
り組み、みなさんからの意見や相談や励ましによって議員の自覚と誇りが生まれ、学びのために町外に飛び出
すことで全道全国に仲間ができました。議員として充実した活動ができたのは町民のみなさんのおかげです。
ありがとうございました。
この議員11年間を振り返って印象に残っているのは「町内全域の光回線敷設」です。議員３年目（平成21
年）に「これからの情報化社会に向けて、町内全域に高速通信網の整備を！」と提案、国の補助事業との絶好の
タイミングもあって実現に至りました。この成功体験がもとになって　①常にアンテナを張り情報を集めること
②将来展望を持って施策に取り組むこと　③適時的確に判断すること
が、議員活動の軸になりました。その行動が未来世代に恩恵をもたらす
ことを今まさに実感しています。
これまでの議員活動で培った私の知識や人脈は、月形町民の財産で
す。だから、月形町のために役立てたいと思っています。ただ、せっかくの

なくなってしまうでしょう。どうか、月形町のために有効に使えるよう最適
な場を与えてください。
議員はときに孤独です。だから街中での一言二言や笑顔がどんなに嬉

しかったか。その瞬間に私は何度も助けられ、支えられてきました。長い
間、本当にありがとうございました。

■ありがとうございました。

月形町議会は私が議員辞職することで欠員１となります。通常は欠員2にならなければ補欠選挙は
行われませんが、町長選挙の告示日10日前までに欠員が発生すると町長選挙と同日に議員補欠選挙
が行えます。
月形町議会は去年から定数8になり議員１人の重要度が増しているところに、今はコロナ対策の巨額
な交付金の使い方審議が頻繁にあります。私が早期辞職や自動失職すれば欠員期間が長くなり議会の
機能に影響を与えると考え、可能な限り議員を続けられるよう金子議長に相談し調整いただいて、定例
会告示日の９月４日に辞職することにしました。
この件に関して大多数の議員から理解を得られず、８月20日の全員協議会に影響が出たことは残念
でなりません。立場はどうあれ「月形町の課題をどう解決するか」を議論することが私たち議員の職務だ
と考えています。議員として審議できなかったのは本当に心残りです。
なお、９月定例会では令和元年度決算特別委員会のほか、月形町の財政と方向性に影響する「温泉
ホテル等の指定管理者指定」があり、関連で月形町振興公社の経営も話題になるでしょう。上坂町長と
議会がどのように判断するのか、しっかり見届けます。

で、町政への幅広い監視と提案ができるからです。
議員補欠選挙には、新しい風を吹かせる新人が立候補してくれることを願っています。

■議員補欠選挙に立候補を！


